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問　

子
育
て
中
の
保
護
者
が
幼

稚
園
の
送
迎
や
買
い
物
な
ど
、
幼

児
と
一
緒
に
移
動
す
る
日
常
的
な

手
段
と
し
て
、
自
転
車
の
利
用
が

多
く
見
ら
れ
る
。
警
察
庁
は
、
今

年
４
月
に
３
人
乗
り
自
転
車
の
要

件
を
策
定
し
た
が
、
同
乗
者
は
６

歳
未
満
の
幼
児
２
人
ま
で
と
限
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
年
齢
差
が
３

歳
の
兄
弟
の
場
合
、
実
質
的
な
使

日
本
共
産
党　

松
本　

春
男

３
人
乗
り
自
転
車
の
利
用
促
進

へ
助
成
制
度
を
検
討
し
な
い
か

用
期
間
は
２
、
３
年
し
か
な
い
。

出
費
が
か
さ
む
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
と
し
て
、
購
入
費
用
補
助
や

レ
ン
タ
ル
制
度
を
検
討
し
な
い
か
。

ま
た
、
全
国
的
な
支
援
状
況
を
把

握
し
て
い
る
か
。
利
用
者
の
声
を

聞
く
た
め
、幼
稚
園
な
ど
を
通
じ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
な
い
か
。

　

答　

今
年
７
月
か
ら
、
６
歳
未

満
の
幼
児
を
２
人
乗
せ
る
こ
と
が

で
き
る
、
３
人
乗
り
自
転
車
が
利

用
可
能
と
な
っ
た
。
す
で
に
一
部

の
自
治
体
で
は
、
購
入
費
の
助
成

や
リ
ー
ス
制
度
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
自
転
車

の
事
故
が
増
加
し
て
い
る
な
ど
、

気
が
か
り
な
面
も
あ
る
が
、
子
育

て
家
庭
へ
の
総
合
的
な
支
援
と
い

う
観
点
か
ら
、
本
市
で
も
研
究
す

る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
新
し
い

制
度
で
も
あ
り
、
事
例
も
少
な
い

こ
と
か
ら
、
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
を
実
施
し
、
ど
の
よ
う

な
市
民
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
内
容
の
検
討
や

問
題
点
の
抽
出
を
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に「
東
名
綾
瀬
イ
ン
タ
ー
と

ハ
ン
プ
」「
市
内
ア
パ
ー
ト
や
貸
家

の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
」「
非

核
平
和
行
政
に
つ
い
て
」を
質
問
）

新
綾
ク
ラ
ブ　

笠
間
信
一
郎

　

問　

地
方
分
権
推
進
の
中
、
住

民
の
知
恵
や
力
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
す
る
動
き
が
あ
る
。
大
阪
府

池
田
市
で
は
、地
域
分
権
と
称
し
、

市
民
税
の
１
％
程
度
を
地
域
住
民

の
提
案
す
る
事
業
に
回
す
こ
と
で
、

地
域
の
要
望
に
合
っ
た
事
業
を
自

ら
が
決
定
し
、
自
主
的
に
実
行
す

る
地
域
完
結
型
の
ま
ち
づ
く
り
を

実
践
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、

地
域
の
要
望
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く

り
が
行
わ
れ
る
と
同
時
に
事
業
効

住民参加型のまち

づくりを拡充し行

政コストの削減を

果
や
住
民
満
足
度
も
高
く
、
中
・

長
期
的
に
は
、
市
の
財
政
支
出
も

削
減
で
き
る
効
果
が
あ
る
。
こ
の

取
り
組
み
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

ま
た
、
本
市
が
目
指
す
効
率
的
な

行
政
運
営
や
行
政
コ
ス
ト
削
減
の

手
法
と
し
て
検
討
し
な
い
か
。

　

答　

池
田
市
の
取
り
組
み
は
、

住
民
自
ら
が
提
案
し
た
事
業
を
実

現
し
、
地
域
住
民
の
満
足
度
に
つ

な
げ
る
と
い
う
今
後
の
地
域
の
あ

り
方
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ

る
。
一
方
、
既
存
事
業
の
拡
充
に

過
ぎ
な
い
提
案
内
容
も
多
く
、
地

域
分
権
の
趣
旨
に
沿
っ
た
取
り
組

み
で
あ
る
の
か
と
い
う
課
題
が
あ

る
。
ま
た
、
提
案
の
多
く
は
、
本

市
で
は
す
で
に
自
治
会
で
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
も
多
く
、
地
域
の

こ
と
は
地
域
住
民
で
考
え
る
と
い

う
取
り
組
み
は
、
実
現
に
向
け
て

動
き
出
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
協
働

し
て
取
り
組
む
こ
と
は
大
変
重
要

で
あ
り
、
今
後
も
地
域
の
声
を
大

切
に
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
生
活
保
護
事
業
の
仕

組
み
見
直
し
に
つ
い
て
」を
質
問
）

神
奈
川
県
警
察
綾
瀬
合
同
庁
舎
が
完
成
し
、
落
成
披
露
式
が　

月　

日
に
行
わ
れ

１１

１６

ま
し
た
。
市
内
の
警
察
活
動
拠
点
施
設
と
し
て
、
犯
罪
抑
止
や
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

強
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す

二
見　

昇

　

問　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
弊

害
と
な
り
、
人
口
の
増
え
な
い
理

由
の
一
つ
と
し
て
、
鉄
道
駅
が
な

交通政策充実に向

けたコミュニティ

バス対策について

く
、
駅
周
辺
に
居
住
地
を
求
め
て

ド
ー
ナ
ツ
型
に
発
展
し
た
こ
と
が

あ
る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
民
間
事
業

者
と
も
十
分
な
協
議
を
重
ね
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
発
展
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
利
用

者
数
の
推
移
や
運
行
経
費
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

車
両
の
小
型
化
な
ど
今
後
の
運
行

経
費
削
減
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な

考
え
で
い
る
か
。
さ
ら
な
る
バ
ス

利
用
の
促
進
に
向
け
て
、
快
適
に

バ
ス
を
待
つ
た
め
の
環
境
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
、
具
体
的
な
対

策
の
検
討
を
さ
れ
て
い
る
か
。

　

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
現

在
、
５
路
線
で
、
１
日　

便
運
行

３１

し
て
お
り
、
平
成　

年
度
の
利
用

２０

者
数
は
、
前
年
度
比
１
万
３
２
１

０
人
増
の　

万
８
９
２
７
人
で
あ

１６

る
。運
行
経
費
で
は
、約
１
億
７
０

０
万
円
を
支
出
し
て
い
る
が
、
運

賃
収
入
な
ど
が
約
４
４
０
０
万
円

あ
り
、
市
の
負
担
額
は
６
３
０
０

万
円
で
あ
る
。今
後
は
、運
行
経
費

削
減
に
向
け
、
路
線
バ
ス
と
重
複

す
る
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
利
用
者

の
少
な
い
路
線
へ
定
員　

名
程
度

１０

の
ワ
ゴ
ン
車
導
入
を
検
討
す
る
。

待
機
環
境
の
整
備
で
は
、
上
屋
の

あ
る
バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
を
設
置
す

る
よ
う
事
業
者
と
協
議
を
進
め
、

長
坂
上
と
吉
岡
の
バ
ス
停
に
は
駐

輪
場
の
設
置
も
検
討
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
自
治
基
本
条
例
に
つ

い
て
（
綾
瀬
市
）
」
を
質
問
）

　

問　

政
権
交
代
後
、
政
府
の
経

済
対
策
は
不
透
明
な
状
態
が
続
い

て
い
る
中
、
不
況
に
よ
り
、
各
地

方
自
治
体
で
は
歳
入
が
減
少
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
本
市
で
は
自
主

財
源
確
保
策
と
し
て
、
新
た
な
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。
深
谷
落

合
地
区
で
は
、
年
間
約
６
億
円
の

固
定
資
産
収
入
を
見
込
ん
だ
優
良

企
業
誘
致
を
計
画
し
て
い
る
。
企

業
誘
致
は
財
源
確
保
に
は
有
利
だ

が
、
区
画
整
理
に
約　

億
円
、
学

７０

校
移
転
で
約　

億
円
の
費
用
が
か

４０

か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、

地
域
で
は
、
小
学
校
を
移
設
す
る

こ
と
で
、
通
学
時
の
４
車
線
道
路

の
横
断
を
心
配
す
る
声
も
あ
る
。

市
は
企
業
誘
致
と
子
ど
も
の
安
全

の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
考
え
か
。

市
民
会
議　
　
　

青
�　

愼

２１

不
況
が
進
む
中
で
の
自
主
財
源

確
保
に
向
け
た
新
た
な
対
策
は

　

答　

新
た
な
自
主
財
源
確
保
策

と
し
て
は
、
市
税
等
滞
納
整
理
計

画
を
見
直
し
、
緊
急
の
収
納
対
策

を
実
施
す
る
な
ど
、
従
来
に
も
増

し
た
収
納
率
向
上
策
を
講
じ
て
い

く
。
ま
た
、
未
利
用
市
有
地
の
売

り
払
い
や
広
告
収
入
の
確
保
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
や
見
直
し
な

ど
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。
深

谷
落
合
地
区
の
学
校
は
、
現
在
策

定
中
の
土
地
利
用
方
針
で
学
校
教

育
に
配
慮
し
、
移
転
の
有
無
や
費

用
な
ど
を
庁
内
で
検
討
し
て
い
る
。

企
業
誘
致
な
ど
の
土
地
利
用
増
進

と
あ
わ
せ
て
、
児
童
・
生
徒
の
安

全
確
保
の
た
め
に
、
歩
道
や
歩
行

者
専
用
道
路
な
ど
を
適
切
に
配
置

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
綾
瀬
市
の
財
政
見
通

し
に
つ
い
て
」
「
道
徳
教
育
の
充

実
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

議
会
の
会
議
に
は
、
大

き
く
分
け
て
本
会
議
と
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
議
と
は
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、年
四
回
三
月
、

六
月
、
九
月
、
十
二
月
に

開
催
さ
れ
、
必
要
に
応
じ

て
臨
時
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
議
会
と
し
て
の
権
限

や
能
力
は
本
会
議
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
議
会
の

議
決
、承
認
、同
意
な
ど
は
、

こ
の
本
会
議
で
行
な
わ
な

け
れ
ば
法
的
な
効
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
比
べ
委
員
会
は
、

議
会
の
内
部
組
織
と
し
て
、

議
員
の
一
部
を
も
っ
て
構

成
す
る
会
議
の
こ
と
を
い

い
、
議
会
の
運
営
を
協
議

す
る
議
会
運
営
委
員
会
の

他
に
綾
瀬
市
に
は
、
三
つ

の
常
任
委
員
会
と
基
地
対

策
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
委
員
会
は
、

本
会
議
で
の
審
議
の
予
備

的
調
査
、
調
査
機
関
と
し

て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

「
本
会
議
と委

員
会
」

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の

ミ
ニ
知
識

ミ
ニ
知
識


